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巻頭吉一

つれづれ自動車考 日本車

磨ノ守〉句 11川1;退l且hOれた内川 HI山11ヲ腎H鞍控慢に;h術わz孔ιt向，l祷
企白動恥部山'厳厳1問2剖1を.;引')1き畳けた '1↑来

巨4ふA中とドイツ』中1併，qの)1件畦能よ北tl鮫聖iにこH強い'興砲味を持つてい
るここでj川1こtれL.tでdω')11ト'との附z山Jりについて、思いつく
主4土上に過述iへてJみ井る
機械1午外に人Yして然h宇(後 ト-，M)且び木融
機関(佐見小 xlを押い、tI-祖熱機関山p v組凶より
然効和を計務 tるのに興味を持っ?と Munchen !/)ドイ

ツ匂物館tこ1)くと、 4~:、間ノfソリン Lンジン企発明した

Nikolaus August QUoの Viertaktsverfahrenmotor
が炭/j'oされているが、lJIめて比た時、が効率計算を思い

出L、懐A、しかったよt，機械JJ''/をならった際、~1Jン

ダ数左不釣り合いの関係に興味を作ったが少し曜しく

て上くt理解できなかったダイハツシャレードヵ:婚主され

た時il.ムンジンの Balancingが妙に以になっ士

.t，の新しいlk術との遭遇につL、て1.1，舷しい緋ガス
l担制怯事 Jスキー合クHアi'るために、ホンダヵ:開宅L
た，101揃r/i.ギ生時つ CVCCエンジ:.--.--('ツダ山口ータリ
ームンジン、"、ンダ山内的ノヅポ.山中 CI旬、ダイハツの

3弘前 LO'ジン昨報シャレード、 をのハン 1 \.1、 H~--('

チ、トヨタセルンオ、 6>iO a山 GDI、ドK:1 E ~ト品
工山 CVT、ト lタハイnγト.1・7リウス、外申では内動ゆ
部品山尚リザイクfレ1.1<.'1主規(Benz、BMW)BMW 
のゆくぷ燃わ中、 VW 山リッター1Jー(IOOk.jt)、カf

ダ 8allardtlの燃料屯池 l 宵々 説が同に

Motorizationが起こりてから過1.:川 h1<u)liih]:
iPfこ!lH企見張るも山が滑る。

iJHIO世'1州、山動中部品にf1:H している紙状思船

蹄鉄(ダクタイル鋳i!)やソツスチック聞係の伯H主伴備の研
究を行ってきた i 究体 11 的 I lI'l 動中山鮮明~Jtであるプ

アスチックIlリサイクルI!'I固で1'1!動中 、の多}村民聞が

時馴慨したかiこ比えたが， JtUでIII今村ともi訂正[00%リ

ザイクル111:;1を'人税している F ともあってフヲλチック1.1

t復活 q) ，~しを，1、 L一口、ふ BMW が m也kemanifotdに

初めて届削かゾシスチックノ~/1111、たのは瞳'1前の品であ

る II! If山関連耐究aハイ1リッドーl'、県加屯也、
off-sel 、full.f)atlateral collision(剛胸像l究)ぃ生す

る安全性隊i且、鮮 1~(tlH岨微相岨且鋼 (鮎f柏村桂 lum

程度、づ|盤強主8000.1100MPa、通常山21則、及び

ETC 1I~:ì車である
不況の員'11，.f~が l司山自動 .þ メーカーは睦争力が強

く、吟に101司でのン lγをiU，して、 10%を瞳;傍いで

百量全自動車部顧問11車田

I 

lt:.tt:日本たたきが起こる山でIþ'tli 、かと睦土~tl.Q

米 I~が航空、情報、パイオで No.lにl\臨することを続け
るたり、 Fみも自動市庄車を core competenceとして
守るべきである。3何拘05'1Wあって本7に赴併した時、
もっとも驚いたのは、機械系?JI山府動中関連メーカー
への岨職命常山尚さ(!iO%を組えていたけであった“

現在は&t::ニ'IcとTえ1J2椴ゆで自動小に1官七会iせ
る学当は法rが}iこ少なくなっている吋代が宜わったこ
とは健かだが少し恥しい“ 1'1動小舟 tをJ<:えるために
ももう少し刊 を 川~r-c欲しし、
最後に、車肱と過ごしたドイツq岡山思い出合少しl

! 979/2 1 980/91こ Humboldt 財 I.~ の哩?世会ιら

い Stuttgart大乍に闘ヤした Stuttgart IよOaimler

Benz . Porsche 、Bosch山本村 山去るドイツ南部山

イi離の!軍部 liであるo Autobahnを止り、 VW Golf 

が180旬:t.om./hで笹A?するのを見てモ山宙定性にびっ

くりした ，lt:、 Be問、 Porsche、BMWがDl!Iiし車線
合?OO-?ZO..1hで走行するのを見、 i士、立OOk./hから

2ゾレ キ生かけスヒンをせずに官令に仲11するのにも
Y，V'もを依か叫fこ常通山ドイツ人がH曜大了で10力H
J:.~ Jごとに自分で L/ジンを公憤(Motoraustausch)し

ている克託金よく比た!同1，でIlあIり鮮験できないこ止
をいろいろ経験、見削した

製作 8MW5;1Bに乗っているが、ゅの込みであるAる、
止Iる‘ 呆りむj刷物にサスベンシヨ/)官会t4(，tく亘わ

れるM判例)草々について、同席 IIIとドイ'y111をえ鮫する

と、多少のドイツかぶれ金持lりづ11、て身えたとしても、 J.
粧や(，)併o!!i脳('j:l)トホが犠つ亡し、るがJA)ド州能につい
亡1，1主だ，lだドイツ111;..:. jJ山l止がある
Benz， Porsche 、且び Munchen山IIMWのI婦

にItMド|かはγ:.:.f rった。描いたことを之つ。 Benzに
ねった時、設が祉iよ~ '" M.人1)0);セで、 I-:Jタや日産

のようにたく3んIl返らなし、と吋吋lk耐f，が院をiIlって
dってb、ι.叫が終ち、 cペ.Aンリ ズを111すようにな
って/)';..11)に衆Jヒ路線である低級ゆかり長級傘まで、

H: 広げた分、 Benz11だめになり、トヨタの Celsiorは

Benz Sを岨えたとよくは刈Lる。しかしよく且毛左 側:

界をリードするJ.)壮 KeyTechnology，':'関しては今しば

りく先んが卜γゾソンjであろソ Porsheに見?に1rつt

のは]0年科前であるが no-Beltconveyerで作業戸は

F押し中を利111して納み似てていた q荷台数が少ない
とは Iぇ、これ右比て、何Iとq町山近代叱が置れた会社



だと思ったが、克は撞年分かったことことだが、阜の盟11
不足t:"、た.すなわち‘ Volvob毘用している最も
human friendlyな生産方式的Aりで、 IIが国でも日産
九州工場やホンダ鈴鹿工場で眠111され.現(Eではポピ

ュラな方式である.

みなさん車の見えない術分についてお庇いにいろい

一主将挨拶ー

ろ姐鎗L.~しよう.

自動車偲斬車問プロフィール

'69.3神戸大乍院修 i終((後被}

'69-'80大匝大乍工学徳助 1講師
'88-九州工車大乍鞍揖(1宇都倹械知能)

専門材料強度学

自動車部の未来に向けて

貨聾全自動車部t押 安倍

先輩のかたがたにおかれ占しては、時 トますますご健

輔のことと、お喜び申し 上げます.

lt々 、現自動車総li附員i-Ji名で日々活動しており
よす.内訳はハ四位一名、五回生三名、四回生 名、

ー園生-1匹、て回生七名です.近年、部員数の減少に
踊を抱えており主したが、昨年七名の部員を迎えることが

できました.この勢いをlとめることのないよう、続入部員

の働揖悟動を行っております.

08会話創刊のお知らせを畳け、車違曹料の収集に

取り組み主したが、現在の自動車"が全くと言っていい

ほど過去の情鰻を残していないものだなjと痛睡しまし

t 
郷t主坑昼も時間と経費の盟l二遮られ数年間と睦え
ていま寸 今回、尾辻先生のご唱!Jを樽て、来年にも尭
tr L.1';:<'1:計画を立てていたところ、高村先輩より08全
誌と鶴臨を共同で発行してはとのご提案があり、このた

びのはζびとなりまし丸

今憧は自動車郁の在員・活動配揖・卒車生などの情

報企ニと細かく残すように曹めた1'1:思います.

今年度出世闘は日l配の通りですが.年間行事は K汀
ラリー1111金、フリーダー卜ラジムカーブ等麗桂への』参
加、工k需の三本柱を中心に行ないます の

一報告

ラリー開障については、 ACKの方々 と協!JL.スプリン

グラリーの開隅の手恒い会してい主寸 また来年第40回

を迎える KIT NIGHT RALLY Iはこニ量年、ノンタイト

ルの瞳民として開捕しておりましたが、昨年からは九州ジ

A ニア&フレッシaマンラリ シリーズの 織として開帽

できるようになりました.

自動雌唖桂への参加については、瞳i又用の部車がな
かったため、最近は個人でのwwがほとんどでした.L. 
かL.，現在iよ郷息(KII型マーチダートトライアル車両)

を副作mで、量生手ぶりに団体験へ出場予定です園
1".)，;需では、ここ散年は毎年たニ暁き」をやっていま

寸.矧問中はひたすらにたこ暁きを焼いております.味

iよなかなか山bH事で毎年貴べに来ていただいているお
客さんもいるほどです.湖周悶近くへお睡しの際li，ぜ

ひともお寄り下さい.

ζ札からも日々の括動を岨じ、唖帽在術直伝匝闘

の向 I-jニ岡み、郎員 丸となって告統ある自動車部を

受け継いでいきたいと盟、います

.11桂になり.tしたが今桂のI冊且にご車且ご要望

など郎へお寄せいただけtLぱ幸いです

モの他のご寄積もお待ちいたしており上!

平成11.12.13年度成績と本年度活動計画

平成11.12.13年度庇錨

11年5月 RTR-KフレッシA マンラリー

12年2月 k宇女杭ダトTr.j;:会

5月， . 

9月 Jr.&Fジムカーナ S，付9

13年3月 Jr.&Fジムカーす S庁保3

9月 ACKCOS訓OSRALLY 

年間 Jr.&Fジムカーナ S，

勝

蹄

位

位

喧

位

地

直

4

1

2

1

2

体

体

1

2

川

置

団

団

F
日

F

H

年間 Jr.&Fラリーシヲーズ ド{ナピ)2位

平成 14年度年間行.'l'lE
4月 入学式・師員勘蹄

ち/18-19ACK COSMOS RALLY 

/26 大学対杭ダートラ
/31 新入生肱迎コンパ

11月 K町 NIGHTRALLY ・工k聾

同年3月 連防Lコンパー牟重点

令3や



ーあいさつー

OB会誌創刊にあたり

08岳会長の喜多村広和|先輩が突然亡くなられたと伺

いショックを畳けましたがさらに真!lチ晃ー先輩の2卜報
に樺L、実に残土としか若いようがあり主せん.

恥共の噴の自動車部はガソリンが無い、総品も無

い繍車は中古で"る時間より整備する時聞のほうが多

い時代でしたから、喜多村石油のアルバイトで貨車なガ

ソリン在荷世代田{そりとしてドラム街で貰って帰った話

や.慣転本敏でキャビネットを融闘し喜多村ボデーで修

寵した置など喜多村先輩にまつわる散々を同室の先輩

からよく聞かされたものです。

奥田イ巾先濯についても、自量続車のニL;/ジンの音だけ

で車種をぴたりと当てたとし、う伍院の持ち主で、逝かれる

のはまだ単すぎるとの思いでいっぱいです.

先般、高村剛さんをはじめとする方々のご苦労で立派

な自動車郷史が出来上がりました.これを見て改めて自

動車部時代を懐かしく思い、また缶航ある自動車部だな

と思い直し主した盆

4が九州[);に入学したのが昭拘25句(朝鮮動乱が

始J長った年)でしたが、これからは献の時代がやってく
る、自動車の勉強くらいしてても弾くない、運転免許も取

れればいいな位山気持ちで、自動車部i二人師LIcので

寸が、軍備や修理に明け暮れ、部費ガソリン代のための

アルバイトにも備を出した部活動でした.

車車桂、当時の同鉄に虻麗しましたが、生存に現場の鋤

輯では自動車郎にいたことが、桂術のみならず色々な庫

味でおおいにプラスになりました.

世の由が昨今のこれaC'までの官官社会に発展する止
は思いませんでしたa

ーOB合ー

08会会長代行庚田 {電29)

時代と共に鶴活動の内容やテ}マも変わっていくのは

当黙で、自動車御の08と一口にZっても、盤備やアル
バイトにと車雌で真っ黒になって苦楽をJliにしたグルー

プ(昭和40年以前}と、やがて運転免許を待つのが当た

り前の時代になっても、自動車部の存在意轟を植かめな

がらスポーツとしての括動をエンジ弓イし運転置術の研慣

やk会準備に多くの時聞を費やしたグループ{その量か
ら現在まで}とでは、自動車部員としての宜織や連情感

にもおのずから差があるのはやむを得ない事でしょう.

これらの08仲間が、 緒に全く同じ話題で会することは

なかなか躍しく、地区の08金がなかなか活発化しない

のもその辺に原因があると思われます.

黙しながら、缶統ある自動車部の08全をそれなりの

存在意轟のあるものにしたく、会合にしても、，f欲ある08が
同期金の触となって地域を越えて集まり、その会合に開陣地

のfゼネレーションが直っても』の08も.加するとb、った

方法など、色々倹討の余泡があるのではないでしょうか.

08の皆織も九州工大自動車栂で過ごし"'4年有余
が必ず何らかの躍でモの後の人生iこ意味を待っている
事と思い主す.u8会誌がかつての正楽の想い出を語り

合い、自動車部08としての連帯会醒め、主た現祉の自

動車部員を正気づける手段となることができればと期待

しています.

鳳問の先生が鮪しくなられたと伺っています .何かと

k査だとは思いますが工学部としての自動底解らしい、
また時代にあった活動が出来るようご描噂いただきたい

と願っています.

自動車部の今極ますますの発展を折っております.

追悼喜多村広利氏

F川君(キ21)から喜多村君のZト報があったのは、昨

年五月 一1九Hでした。びっくりLて通伎に'駆けつけま
したが、奥樺の話しによると死因は崩鵬描とのことでし

た.最櫨までu債がLっかりしていて、苦しまずに過ごし
たそうですが、容瞳が急変して亡くなったとのことでした.

寛1):，そのーヶ月程前に私はれ摩書の娘の草へ行っ

たとき、久しぶりに桂と下，1君と三人で掴でも散もうかと

電話をしたら、奥さんが出てこられ'憤食で入院していま

す!と言われtので且は何気なく、年も年だし心献でも

4 

大庭 (キ21)

悪いのですかjと易ねるといいえ、 -.(検査だけです 4

と終〈冒われたのであまり買にかけず、そのままにしてお

りました固

五月になって今一度電話をしてみようと思い乍らつ

いつい日を過ごしているうちに、このE卜械でオ.今iこして

哩ぇば平〈且舞いに行けばよかったと.悔やまれます.

思い起こして見ると、験争が量化してきた昭和十九年

学徒動員が軸まりましたが、韓々は工学系の学世なので

兵隊としての動員はまぬが札ました.そのかわり軍需工場



で'1高要員Eして働く-bj二Jt;lJlしたミnit11主
fl '1に42:ったを古 ('1た

ln白l売名付H、今月 刊さIl耳転免.>'i-if'fってL、た山
で‘協同山胸戸崎で1/'1リンlli¥i.!:隊に配属さ"てL¥LLι 

I ~ 阿 111: 句qに!':"Jt:IJJで.ヤ怯ι。員がき
"て、 戦争山雌・1・flがら前必山尚t<-費けることが出来
tLt-
ぶして終戦 \"I(~I 智 | 旬 月，-恒事"'tL憤Ij

軍草加f・1術開民会:主Iトに勤め‘厳械な'1.院に信雄布教育
そ埜けてお内全Lt:こ

似は九人γoIt?L~後‘内 1).(" 人 11 しをしfがそ仰

後もず勺》金!cIH金主主LI

彼は非常1-f.(附itl "('正後婚が焼、.'J(前々人柄εL
F が N雪量 ~. ~んt.'rJ愉快 ;:h'今一c、 人で上〈飲Jメ

08合

ルいた私.)で 1i小桃1，，ï. ðr， '::'L た山でーんli;~こ》、ι

、なる ~Iよ宅ぇイ、いつでも士えると出勺ており1I士山

←~~C'-I Jit徒ぃ2った山が 1・IJ!(I 可山曳山l司
主主山レftでlι 忠L、:t.it-)さ Lせんが、伎の具協と

J 多:M.，si...多+を~ 1).. 市生 ~L !..寸

書りし日の畠多村~S ) 風!I子両先lr'HIOBI

Il那子 氏を偲ぶ I一枚の需品tJ

ここに 枚山1:::1-'1".山内陸胃棋がある制御吐検出
土企<l1hvJιJ・) :t山 IlliIt!1(五九幼 hlJ1t1lt1， 
騰にHIIi山名札が.~'J もりと鎌い1f11り"ている地a
カーオヤ色"'待だ何故。巳山千外にある山A且ぷ憧it:..正
かでないが、伎JレIl.ミんIdllであった山lマ
品目白 1 旬開川、こ身q-;J:Iが 令~，.- 11. ，tいがI
人'1!J;人勺てき介 ι山1，"・p宅供.H動中川ll).c(娠にtt
るJ.u 掩訓t.Ui'，なか九 '1、'1-'1 ./f ~正 γι. 肉

動中師 、山へ部4問や 喚/1，/'" t::外側11今、 il無か
f:山か"f，)，U)1ん かI， -ilf:tで1. .. 1，は郎
、，ヤペiかな同臥b、lH恢l-I毛んイ5

世;，肉動中、刷、担..人 ~I ，1-向献11人@た物ど

/'- -(1守11.I$>I! r減 ~J I-.i いイザ}町、
ι、今川賞怖か..、 '1t(t-C!:iiめC 人前J('の講掩
Ic 命ザ r，れ t~ ':(1)ド本人のr;~'!ンンιア iこ l 加

入。，削l員，、M動中ーエンジン山附i会i.U. .~ 今111.11<"，

l'>...で円O日舎 (その 1I 

id fH {当 2:1)

聖山械t:.'1た仙{・1，01¥1同|たづか直¥1(，3.，1>:轟
L 、.，って~ '(， 

Milg¥;d[' ~.叶山尚針。ゆ郎山 '1. \/~ 可 l賃が敏 1

枚トあろ -Wl. 1I'f1¥‘:."，鴨川であ>:， L /)・L."買開
(!I.山Il怖と ~，"".J/， ι:，/n， . H~ ，じ 1 忠~(りひそ勺

，-' t -，[- ~'"自 qt/tf.山，l. fm'k 山刷}へ ，ιあ
ろ前 l叩阪 '/dt~ 民に、 峨場更 しl. -刊材班，:Vっ策目
( 1 ('1故、 ν ，.1，桝・Jしめてい弔山どんソかーのν

:..-;t今 ('h強州でわる

'1' '" 1 '1 一円、if，付帯f喰VI.Os台，、1l¥!NIV)お語い
がありι拘引・" Iit;~h、(，jI!.hかっと'I;I，JlIlL、‘参
加していt:1"" h的'1振り::. J; ffい11，~U....山正広 1
広一I!.内今の体J;'-;:あ弔，u:r.~/，ν Il 、¥v;.fでもv.
にと Jて川、巾敵山倫め Jf1， fでふる
略 、ん広らか:.11' Iでお阪か ↑町、

『関東地区』の報告

問 tl~l' で山口Il士 1 l '1肱11句2fJ:lOH，.:.開白"-~.(L 

t睡眠会{断伺 Lすをお血えして"7f..棚"'瞳会}で
!こ札からは‘旬 l度11聞酷したいlと苦う声も聞か札止の
で寸が、 :l1l以降現在 tで時E冬眠状態;:~ll) :i寸 ;. 
んな維持ーが首いIH寸のを司っているかの l1マィ， ..11):1 

月で小'1山恥k}倒'1<山Hιf-';t曲。1ドr1と山で!か

ら

刷粋事川崎 ( Iヒロ)

U'合Iかと柑111t: か1.1て ~I IItL ，、tIいん"伝Lで
包:1) 1. ，一いHI鳥t，相、rら皆ミんに仰を惨hJるカヘ
或い11、矧仲山像伝ct，.:'てのかlて比Lうかと別リザ
t ' II 

.!\こ ;.1-11と，. jピみがげて{向。!るiI明 I~O IW)Uj 'lá't:'f哩

してい1.1 ，品 )J 1.，_t~1 "J， I-L!.ん山守lんlく



特別寄稿ー

K I Tへの想い

“事敏E起こして Lまいした"
私自身札方、今て、そうであっ十ょう壮融制した連絡を

"'j:'1から受ける恥そっしf川上なんの戸思いιなく、約錐
に現場での対比四下毘を説明して、哩日には保険処理

の段取り Eマ取りf.tけてあげる
こ叫が11:~山場合では当相のーだが、千'ド相 Fq; 14
告はf・flJ'追った物がιを動かLてL.lう、必曜日トの心
"J)!.rーさせたくない..lLてl!1'1'に上で&.S;，(..杷はさせたく
ない

事いにしてF中羽山市にSよって!i(触した相性で人事
にがられこl'I・μ、tlフだ

嗣00さんの連絡先わかりませんかっ‘
凪近ご鱈抄誌の'f草作から I， 1 $t.哉山.，.絡包会電

話で碍れられて.つい 、<dta$: tl1 *-̂.:( tHt1、iι
俺lこil甘からん刊と脅えたl，山山、私的知lらないiofか
大jI/"1I鮮"'つながりを探している山ではと!』い曲して.

記慣をたどり'f;i，してIt臓した会11と吋時射性していた
姐身曜を思いIhしたが、その掩斬mL t. .!-(/)穐]，闘いて
いtので、 ・・金制かY警にで(，F'I¥、汗わせて礼たらHっか

却で電話を終わった-.

折1内電話や県れf山にゆし命/こか..tか/，、弁思っ

岳地での08告(モの 2)

自動取師Os会特別顧問徳尾

たりι'1吊

"三郎さん久しかりです.少しも賓わりませんね"

いやいや、その :1(/) 人から ~I~んも~1 ，た-iJ.c<!
iJil.たI[かりだゾ

30'rJl医り山内会とかで自動中続出ou同刷会の際に¥1.
~) 'fr:"'JてくれたUJi々 .唱しかった 人 入山思いILが
鍛'JIに仁みがえって、そ(1，ぞれの陣11>した晶画を枚々と
早川、出して1I人世い、Ilんのl董かな時間だヮたがリンボ
ックスのレンタカ に喚り込ん."怖とH 眠りながら世取

な内全をf，Vr比活った'It庄川上言、札ることは111米ない"
今'1J皇は自動，'，部iニ8名ω納入が人部Ltーシ聞いて
いt'I とにhべ慌しく過ごLてくl¥るeとを闘っているL.
ZiL.t.叫作Iか笠間つ11てくれればと矧咋してい上寸 久
l.;~~リ山JIHlでウ桂Q) E-' ，1:.-1出発揖ιつながるムう証
ながら折ってL、tサ
久しぶりの 1 流町符 ~'J 庁管 f司、:":l..てう[i:l11 j先駆 14
';-1ωヲHr!:-()s会事手島由1<1l'なご尽1J1ニ敬.fH:Aした
いと思い去す ご告骨時です 以*-.OB全の柿困たるIt
Ifを!斗鍬，;g，_~.l!.て厳きょした“

rTi査の品々，，~終とご問岨を『悲してい iイ 冒

{他It主 タ λ?十JI.JMRC九州I!I凡'"J'!司区長}

43年入学自動車部同期会顛末記

明什4:J~j' :二人'tL‘自動'1'聞で;tに過ごした?気
(JII総.8~ 111、ポ松市本、村上北111品制}カ:、l'松氏
山舟'世にLり 'i< ¥¥:I()'11I<りに ~，.:;üした
産勺た瞬間lから;lO汁嗣iニタイムλりッ/ 他・おf刊に

反れとのb、ソリー‘合出、必征肱み ~c~ 作山由 illt~
時間'e比11しfこ仲間iだからこZーであろう姐
5/111 Uli即位、下宿跡、師:み肢と1¥山記由をt

F勺て，IJ}.い 111の地合訪ねると北ドお刊 l師にな .，t.~尾

モーターλ，("~f耶さんに再士!。嚇 もできf

&1立マリン，ラス芦且に間的し伐雌くまで捕航。!?話
に1"が吠いためは立うまでしない
S/12(日1111'1可避レ1ロ/ト捌レ岨先LI量刊の再
会を約して矧lれr
lKlnlli今(/(1111.!<肘同伴~. I倫刈晶(広島県・
、l'ti!l¥.v)'j，:ま)でみかん狩り令するJ十剛lである

6 

烏飼 (潮打~)

附利引}イ!、hI都で前 1JnJ山同窓会が聞か;'.その
桂、 I，~埠 '1;.<l).Ii~書式に出席したのを晶 I~i乙l!iζ27 iJ，....... 

:W'I山プランクであった今回、年賀状・メ ルを駆使

し、士場.レンタカ 山手配fよど同期全1則前Iでこtf1. 
けv¥ot1<唱qí:氏に感謝.lX ~'ILtゐしむ

..11モータ ス社長三郎さんを囲んで



-08 金一

同期の友 寺田睦雄君の急逝を悼む

弘と同矧で絹布155年度自動車部副

鴨a:曹めた吊関陣lUl<檀1157$)が
昨年 '"月に過肯のために急逝されまし

た。あ主りにもEすぎる逝去にただ士だ
阜献とするばかりです里輔の戸国教

信春闘隆旭署 許陣上りいただいた寒中お見舞いで悲

酬を知り、 3月初旬に同矧山白水事久若((-57卒、時布
55年虚唖樹番目畏}とl銅山のご自宅A 伺い、ご霊前に
李を合わせて!&人のご耳袖a:ぉ析りいたuした伺
"問障維1吉川県 ''r 門 ol~等学世の 111身で、昭和 5 :'
'10.月、機械揖11Iず科への人ザと問時に自動車附に
入部しました.世Ltl.も自動亀免肝を格安で取れること
が魅})で入部した多〈の入部生の 人でした園日 ゼント

気味のへアに/.:ンγ/'かっ司さくな零開買が挫の符ち夜
で、鰍\!iなドライピングテクニツクが~，量的でした. 仕事
に自動車部の1.¥劃にのめり込んでゆき、 E転車主での4年
間企自動取都でえに過ごし止した犬学を本軍した昭宥

57年、盤は直ちに住友o1!罰L畠(除)。こ入社uした
その後.結h書と同時に初任地入匝から転勤したのが剛

lJでした覗その剛』を起点としてはII"lfごとに伝鋤を繰
り返していょした. 

.fl.は神魚川県に鋤障してい宅LI'ーので.1'荒桂仰硯
世は年賀状のやり取りiこ官1:1:っていましたが、睦が横除
勧蹄となった 10'ドはど前 i二、鮎動的知らせを喧~Jて、早
虚構浜で本基以来の内聞を奥たULIo時開会忘れて
檀かしい企括が縛んだことを昨Fのことのように憧えてい

ま寸

憧はさらに純国i:);~と伝動を且ね、平成 12年4 月に
l~n込町|剛山へ }返 り 忠 1..:lt. 院後よりお付H、したことで寸

が、剛山への伝助桂は所属の部門が多忙なのに加えて

機種が宜むったことも!tなって敢ヶ月の閥、休Eもな

く、忠明に婦セして本朝出祉という過植な動車が続いた

そうです.府眠り運転だりがとにかく心舵だったと艶憧は

当時を衡り滋;/1.土LIo.モのよソな雄輔の桂に、哲劇が
起こったkのζとで寸 .事成12QQO月に自宅で倒品、J!:

厳が毘らぬまま地物状睡で酎1年聞の薗病が躍き.避に

婦らぬ人となってL土い.tLt.: 'J!:麗が震る二とのなかっ

各地での08合 (その3) 

尾辻 ( (-57) 

た矛悶甜が闘会閉じたよ£時として訴することがあったそ

うで寸.手妻悶且自身もきっと無念であった。ニ通いありませ

ん号

この悲しい仙来事を型憐に.帳場では過刷動障のう年

睡が問題となη、1+ド品量的や時夜勤曹が厳しく菅理・制

限さ"るように4ょったとのことで寸 寺岡昌の篤い生命治:
新たな.t'.酬を抑IJ:するej(1fiの原動JJとなったこ"tせめ
てιの4吹いでオ .全社側もイヤHI世の急逝を骨現としご躍
め、閣に府開中とのことで寸的しかし他IJ/進計時刻の
記録がなく動車時間企4正明寸ることが凶睡で、 ポだ帯損

認定が Fりていないそうでイ .織る頼りは職場の同慌の
方々の且茸だけで.持拡泌定の且過しが立士ない決配

をhなくお話しされましたまだ小ザ牛肉小さい一人"'
!J一千織を抱えて悲しみ士乗り越えていか叫ばならない同
様な決'"に且1m寸る中で、奥織のご心曹はLゅーばかりn'
と心が痛みよ寸 どうかご岨棋の皆傑山将まが~.久寧で

ありますようにと有らずにIlおれょせん

Al桂になり正したが同則自動車邸周を代表してご置

監の皆慣に心Lり真悼の.U:ALtすと共に投手凶睦佐
君のご~福会心 lりおザり申し上げよ寸 {附拘55年度土縛}

合集

自動車部で寝貴を共lこした同期作ーの 人として桟さ

れたご軍肱山tめに何かできることは、とのJEいで当時
の向動防師部長であられた藤凪κ 先生、岡 1I仮住の

高村剛先輩(カ"'1$)にご何世附Ll'IJjした，多くの

坦殺的なご暑，ドとご島n~ 4=いただきょした結果. ;..OB 
書誌をi晶じて、 放J伊凶眼桂昌，、の弔慰をIl'ることといた
Lよした。也駒にご健同いただけま寸 }j11、励ましのお

.!草等をお'軒ぜいただりれば名いでイ .小生が幹事性

として責任を持って取りIとめの l¥ごi1l!oへお届けした
いと作じ1i，先世.同盟、直伎の特蝿)j阿単ご高配
賜ります-1う、 Lゐし〈お聞い申L/げま寸

連絡先

九州T輩k't情?電工学師制御システム工学科
助教樫 1;[辻

九州で秋にでも開催?

九州JtIKOB主について記事会正るように08会の躍
唱者から連絡があったのは3月18巨であった.

→1-

地反則幹車 斉藤 (鉱33)
今のところ特にのB会開畑山I十両もないのでその旨連
絡LIoが、計酬だけで~)~ ，~、からi止ってもらえないかと雪



うことであった.

OB金と前うほどのものではないが、同JJ町高村正(化
33)が九州地邑に立ち寄ると、前回氏(拡32)や惜国氏

{拡35)などに声を掛けーが位んで昔話などしたことはあ

るが08会と雷えるものではなL、

九州地区は08も IHいので近い宍に何かの形で

各地でのOB告(モ町 4) 

開憧したいが、泊四団地区の08からも、もし開くときは

合同で目前きたいとも薗われているので、近い'"に北九州

のどこかで、大会に講ずる08会を、新顧問先生や顧問

桂験先生さらに現世の自動車部員も古めての08会を開

催したい.

各地の11.各位とも欄距の上主た報告します.

中京地区08会準備会開催予定

08会臨を発行するので地区OB会の配，を造れと、

喪帯編聾I!l当者からいわれあわてた. 平成 1 0~ベ月 65 、
名古島グランドホテルで9人集主って以来日B会など開か

れていなし、

とりあえf若手の08に前を働け近く準備金など持とう

とJうことになった.

一 報 告 一

地区剛僻事原田 (機33)

電話で他の地区の鉾..副隊eに聞いてみたがどこ
も同じようでこの手の08舎がなかなかまとめにくいと言

うことがよくわかった.

この地区はJt敏的自動車麗業も多く、工大08も多

いが以夕、と自動厳榔出身者が少ないこともあらためて

知った.近く11'維をi正る F定.

「流星特別号j部史関連報告

唖要 85192ベ ジ l製本型住300刊+予備9

尭語教 301刊(措'P:.32冊i<含む)

掘名不明で返送 2免冊 その桂の尭瑳13冊

現作般教12冊{ご希望の方は申しつけ Fさい)

収支計揮書 12.5.20 

収入の都 | 支出の都

部史頒術代(158刊部史印刷島本代

喜多村会長

座離会、 OB金でのカンパ

担i正経費(li呈を吉む)
2削冊

アンケート・桂正原繍返却

耳切下代

(コインショップ切手)

受取人払い振込手数f，

(版下、取紋軽費古まず1
小計 l 小肝

赤字

合計 | 合計

8 

嗣県地区制幹$嘉村 ( (ヒ33)

纏呈 掴川前学長母腔固.酷明場事会且疋回全畏

伊藤 正新珪、勝庫、車車、 A西、加藤先生

函，1顧問綿貫 丘小山図正大庭 正

施尾 正山本 民佐武夫人皿噛クラブ

馬場 氏賞修会自動車部(檀散)煉関新顧問

ご協力一置(敏俳略 13.000笠且

10，0凹紀週 川村 宜永新聞 真朋子

6.000 憧雌 5，0凹抵本 坂井

佐伯 依片 山口 犬塚 鞍馬

吉武 木馳 f曹団 八木 国中

近藤 檀辿畑孝尾辻 ~ ，500石飛

輯満 その他の嗣布代ご協hを鰍いIUJは名簿
慣にO印をつけさせていただきました.

宣車主Lι今睡も傭器、 08会酷1揖星jを続けて亮行し
たいと思いますので、08会曹として2年分1，000司(14.

15年分)をお揺り込み頂けないでしょうか. また前回配

土特別号の振り込みをご畠告でされていない方は晶轄

ですが2.000円を酔せて量り込みお願いします.文字

違いで特別号が届いていない方はお知らせ下さい.

自動車部(現世)へのカンパ、並びに寺凶睦雄瞳ご遭

臨へのお志しも同用紙で受け付けております晶(8鳴に
ピ、ず目的をお書き込み下さい.



部誌 riJl[皇1白書みと年度世員 {練脅担当唄凶後年のラリ フィギュア 、グート会合む}
号/聾行 l年度・監督|主将副将 会計書記 整備 輯習 08担当部酷|顧問先生

tlfll号噛12140加藤 |尾崎 氏野市丸・伊棒 芳賀).;本・山本・111喰浜本・7車六車 市丸 111村
2号 41.11141尼崎 |木証 明雌・9東山本・中島 伊東山喰・銅中 T塚 中島・吉野 f;丸|中田

3号 43.3 1叫ん証 |伊東掛ホ怯原水崎、芦野高倒蝉凶・'11中島原井 l八人 山本，

4号 44.3 143 iJt東 |週中八木問中八木家本 町宮安部山本八木・!II本 県淵"
5号 45.3 144凶中 |山本安部 村 1細川橋原牛島・綴凶 耐 fl'1酔神ifJ I時晴同州 市本 |雌Jj~
6-f;ト 46.3 145 .IJ本 1)11越 4島古本森悶浜凶，1越副11日隅 浜開巾晶鳥飼<J哨 ]IIIH I! 

46 時鉛 )';Ili・抱図長尾ノj繍 井ト羽郷 小東・久梶山地 』士市助"

7号 47.7 147時松 |河野佐蝉・宮本 U崎))禰近雌岨川畑中心崎・刀欄 ))欄，

48 (遠征障) 1館長岡野 副闘中食前黒甑.筒首睡配・佐伯写‘))禰 ， 

8号 49.6 149凶'"抜井武地・命蝿本吉自責 ， 

50 (連証蹄) 1防長板井 倒贋前会尚宏永甫泊嶋31・肉ff離事町江副ョぇ永国 " 

51 (遣証障) 1隊長安永 ・八木金創詰櫨 E・潮崎・同庁噸写衡酉ぷ ， 

9骨 52.11152八天 |平司近藤パ場舛車網剖山 f 抜泡楠本石野田・帆足帆足 ， 

日字国 1)，;原 松π・光成孝幡・岩車中村晶;1;A聞悩，1淵上.j(凶 " 

10号 55.2154大原 |高須賀噸本軍様式藤 島村 11旧 コ原 石松・山本 " 

55両諸積 |尾辻 守凶・畑中 大野 中村 白水， 1村.i前倒 阿部・小野 " 

56尾辻 |高惜)，;)1'・5ド瀬 格幽前削 袋 、l'醐.)<招 小)11'広凶 " 

57 iIJ構 |れ須 井上・近藤 *̂ 近唖 .lJ 4' 1*本・車問 " 

58郎編 |中村{一緬・} 悩馳・.IJ凶 小林 .p井甜剛(6)ド) .IJ国・一瀬 諸問，

59 山岡諸剛・白井小体福島 一輔甜剛・中村諸|剖 |大西

11号同 12160中村 |生届訟原・近藤=角 コ好福司近藤・柿K 小嶺 耳励 " 
61 111下 睡)1 塩田御領永富正木版口 小;1 11 

回 |離島 h崎・高官河野永欄減戸 在日 今泉 " 

田 1林 l 今泉瞳辺 草寺 " 

HI 須賀 t~ !内野 悩剖轟 " 

12号 H2.1 2 松尾 白石・山n 古仕紙谷 IU吸 山本 公 11 谷唱 " 

3 
4 

5 

6 
i IIJ本 連山

8連 11 北野

9 ~t野 井出

10 )HlJ' 賀村

部史11.11 111賀村 安倍

12苦情? 石塚

13有縁 犬丸

14号 14.7114犬九 1<情

鈴木

小早川 藤井

岩本 中本 崎間

巾4ド 柴凶
安倍(r前)tl:イド
轟 西本

音惜(佳)

安倍(佳)

{ラ)轟1';

(ァ)前村

(ラ)~，.j>:
(ラ)高橋

(ラ)山よ円

(ラ)石巌

(ヲ)-b縁

(ラ}犬!L

・58年度指混内は後期役員 お願い役員名の空欄について、御存知の方はご tI下さい.

貴書全自動車部部員名聾 (寧.ot1 4年6月現在}

民 名 :宇都・年:出身世 民 名 :宇都年 :出身世 氏

主将安情 電気 3 興 ~U 今丘 d毎 機械 MI:県新見高 井上

会ft W 村上 :機械2 県小倉高 長谷川

監督え丸 機械 3 県香維高 松原 i機被2 :"，圃米TH 萌崎

ラリー " 間口 瞳械2 県口加市 原

松本 機械 MI 県済々世 丙野 機械2 県松山南 間平
11之口 機械 M2県加世郎 西岡 償械2 県八ft高 富永

瞳辺 拘lン M?:県筑紫ヶ任 桜井 電気2 '眼鹿児島中 石丸

石塚 機械 4 車県附ili 日高 物質2 ~I 成酎命
西本 物質 3 県長崎東 ゐ，1 陣!ltl 附拘I>f.t

9 

名

H 

n 

" 
加藤

' 
" 
" 
N 

瞳迎|州11

何本"
N 

原則

:学部年:出身世

機械1 県春日高

機械1 県光陵高
機械1 院本兵和

機械1 県島岡高
:!機械! 県米子丙

電気県長崎北

!機械l



自動車部08会名簿
科 年 氏 名 |郵恒番号i 住 所 屯話番号

キ 17 豊司
キ 18 芳賀
キ 18 間揖
キ 18 山本
キ 19 佐野
テ 19 山本
キ :20 皇子
テ 20 平{立
コ :21 渡辺
キ :22 Ut 
キ 22 日i辺
テ 22 立訟
ヤ :22 4飛
キ :23 k図
キ :23 k'f 
キ :23 紀図
キ :23 久保
キ 23 垣本
キ 23 舛谷
カ 23 青木
テ :24 説111
キ :25 島崎
キ 25 白石
キ 25 中野
キ 25 松尾
キ 25 構口
テ 25 月l所
コ 26 t公岡
キ 26 桂藤
キ 26 塚問
キ 26 龍山
テ 26 ，1崎
拡 :28 桂4事
機 :28 1I1 凶
市 28 島
樺 :29 減
機 :29 山町

電 29 腐国
~ 30 悶品
拡 30 撞辺
虹 :31 刊I何
瞳 31 古場
構 :31 iili前
証 32 前回
瞳 :32 同国
電 :32 安光
市 32 主原
イt ;32 Ii崎
イヒ :32 !LJI 
拡 :J3 斉藤
構 :33 出国
機 33 小堀
醐 33 中本「
槽 33 Jj~ 凶

10 



! 1 fl 
作!I

36 i!J<I" 
36 ノに村
36 Vclrl 
36 1;' i 111 
36 ?川崎
36 久砺
:37 パド励
:37 it l> 
37 小野
:37 人村
37 !岨.01
:37 111 Hl 
38 'f 11 
38 λ括原
38 来，j..
38 /1.1品
38 益。11
38 m ・11
38 /， ，11 
38 .~\ 1J~， 

39 J，』止
39 砂，j..
'39 常市
:39 Aにホ
: 39 It l)~~ 

:39 隅

:39 内崎
:39 横川
:39 米i¥
39 [11 .11 
39 小宵
39 d<lll 
40 人民1
:40 九，;t
=40 
l‘ ;40 穐"

~40 " 111 
:40 ，、ft
{t児

'I'H 
illlll 

Y.d"l 

-11-



白
岬

津
本
山
川
崎
、
水

副攻
守
水
長
原
辺
本

京
本
民
附
則
ぶ
験
的
何
本
間

判

長
山
即
副
会
山
小
傍
観
松
瞳
熊
川V
八
釘
聖
倒
抜
件
楠
山
新
柏
市

-12-
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Rl 
)(11 
可'桶

60 
60 
長六

融
相励

小嶺
_. {{I 

自苅

品l耐
山田

I1 本

*" 永'(1;
小，1
県問

御倣

抜阿

品以来

63 1，品
:HI 伊m
:Hl lf 
:Hl K ノに
:Hl 鶴岡
:Hl ti.ヤ

:Hl 谷11
:Hl 永糊
H2 1I1崎
H2 
H2 
H2 
;H3 

H3 
:H3 
113 
H5 
:H.j 山根
:H4 1I1本
:H1 f;住
:H4 内野
:H' r〆且JF、占"有E 

:H5 林
116 自ィー
H6 公'11
H ?千，.
日? ti 
:H7 凪出
H8 問

投機 H8 "、州
瞳 H9 小野
H9 鈴木
H9 山本
:H9 '"辺

-1-1-



盟
諸
思
槽
樺
醐
憤
智
生

曲
世
世
世
世
腔
陣
世

特別会員(敏酢略)

民 名 郵世帯号 住 所 竃路番号

π師長新荘 (キ9)
n 勝原
n 河村
n 雌車
n 大西， 加瞳
" 西川現部長 原宿
顧問 陣尾
特別会員綿貫 (ヤ21)
H 位置
H 山本
N 香月 Oキ15

" 豊福 Oキ15

不明者機56大原 敏61中村繍1-11近騨 般機H5山o tlH5家守 電情H8中海 般楓H5仲谷

'受像H811辺
物枇者(1111.11!:!睦}コ21古江 キ21喜多村 カ24真!1子 キ25沢井 陣n57 ~手間

。白金世員

全畳
副会長・会長代行 揖図
刷会畏 尾辻
九州勉E
僻事石需 {ヤ22)

ー 副僻事斉藤 (拡33)

関車地区

{電29) 幹事松岡

{子57) 剛鉾事 川崎
名古屋抱E
B字事中野
齢'1< Ji):闘

描集IUI.
部史班且配~符~J号j亮刊からはや2年半が経過
しました.08会誌創刊号は、部誌と合同で F流量14号j
として揖行しました。会長はじめ亡く在られた方が多く、
今回は追悼勾聾のようになってしまいました.
IX闘はf三郎さんj堵mを組む予定です.在部おお世
話になった08も多いと思い主すぜひ当時のエピソ ド
など、お通り下さL、同期金などがあればIコメント、写真
などお寄せFさい.

関西地区

{テ26) 僻事立松
(化32) 副齢本 安光
中四E地区

{キ25) 砕事上軍

{檀33) 副時事 高村

抗

日

町

仙

川

町

仇
U
引
M
W

E

3

2

3

 

テ

電

キ

化

型行 巨 平成 14~-ï月 7 日
発hd' 九州工k貰普全自動車部

主将官情

明... . 九州1.1-:自動車都OB~
会畏代行 園町闘'

印 刷岡山市 富 t印刷味式会社
編量発世間』市 高村

加入E名裏付

15. 



現在の告~車、競技用車

かつての部阜、練習皐

I〒703-8267 明専 ・九州工大自動車部OB会

| 編集・発送元岡山市 嘉村

，.. 
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